
公表日 令和 7 年 4 月 30 日

～ 令和7年　1月　31日

（対象者数） 9名 （回答者数） 9名

～ 令和7年　1月　31日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・より快適な労働環境を整備する為、看護師と保育士の配置
人数を増やす。

・医師、看護師を常に適正数配置している
・利用者が急変した際は万全の体制が用意されている。

・何事も早急に対応できるように他職種間での連携を確保し
ている。

○事業所名 多機能型福祉事業所　つくしの里　（児童発達支援事業）

○保護者評価実施期間 令和7年　1月　16日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年　1月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　3月　25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表(公表)



2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・年齢や発達状況に合った支援をするには職員数を増やして
各種研修に参加する機会を設ける必要がある。

2

・地域福祉を推進するため、年間行事に多数の地域団体と交
流している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・個々が集中して活動できる場所がない
・職員が少ない為、ワークライフバランスがうまく機能して
いない

・少人数に分けて活動する場所がない
・必要最低限度の職員数の為
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	（別紙３）自己評価総括表（公表）

